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Ⅰ．総論

1． 介護リーダーの資質習得

介護リーダーは、リーダーに必要な資質を習得するため、スキル（技術）の向上を目指し、それらの個別技術を磨かなければならない。そのためには資質とは何か、それを習得するには何が必要か、身につける方法など常に考えていかなければならない。

1） 介護リーダーの資質

1 感性に関わる資質・・・・・優しさ、包容力、想像力、発想力

· 柔軟性も必要である　　　　　　　　　　　　　　　　

2 知性が重要な資質・・・・・企画力、判断力、指導力、監督力、思考力　

· 『報告・連絡・相談』⇒①実施前に相談　②始めることを連絡　③結果を報告

· 企画力→個別プラン

· 思考力→「ケア＝科学」新しいものを吸収し、次々に求めていこう

· 判断力→常に観察していれば自然と直感的判断力は身につく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3 意識して実践する事が大切な能力（行動力）・・・・実行力、プロ意識、顧客志向

· プロ意識＝知識　「理念に基づいたケアを！」

· 顧客志向→選択権・決定権は患者様や利用者様である（声がけは依頼形「～か？」）

　

2） 介護リーダーのボケーショナルスキル

（1） 技術スキル

技術スキルとは、介護技術の基礎知識とその技能を指し、介護職業人として一番大切な部分

である。

1 コミュニケーション技術

2 生命・生活・文化のケア技術

3 リハビリテーションケア技術

（2） アプリケーションスキル

業務知識と実践する能力。プラン・チームワーク・業務整理が欠かせない。

1 ケアプラン・看護計画の作成・実施

2 アクティブプログラムの作成・実施

3 機能別業務作成・実施

（3） マネージメントスキル

マネージメントの基礎知識と実施する能力。一般介護スタッフをまとめ、業務を遂行するために必要不可欠なものである。

1 人事・教育管理

2 業務管理

3 労務・総務管理

4 庶務管理

5 コスト管理

6 リスク管理

・ 介護事故･･･ケアによる事故（ソフト・ヒューマン・ハード、全てトータルで起きる）

（4） ビジネススキル

一般的な職業的能力であり、具体的には、語学力・コミュニケーション能力・問題解決技法などである。

1 一般スキル

2 コミュニケーションスキル

· エビデンス（根拠・理屈）を理解し、自立に向けての支援・個別性を重視したケアを提供していかなければならない

· 「環境限定型ADL」から「どこでもできるADL」への支援が必要である

· ハード面でたりないところは、〝アイディア〟でカバーしていく

Ⅱ．各論

１．コミュニケーション技法の習得

　　　介護の接触技術として、あるいは介護リーダーのビジネススキルとして、コミュニケーションはとて　　

　　も重要な技能といえる。言葉を拾うだけでなく、その方の生活歴まで理解できるよう『心』で聞けるようにしなければならない。

　　

1） コミュニケーションの心構え

　あ･･･「愛情」

　　　　対象の方を好きになること。好きになれば、すべての動作に優しさがにじみ出てくる。

　い･･･「一期一会」

　　　　今日一日、今この時を大切にすること。この心構えでいれば、一つ一つの動作に無駄がなくなり、シャープな動きに変わる。

　う･･･「敬い」

　　　　対象の方を尊敬すること。敬いの気持ちは、対象の方の尊厳を守る気持ちとなり、自然と丁寧な所作につながる。

　え･･･「笑顔」

　　　　笑顔でいること。現在、笑いは数々の効果を生むと科学的にも実証済みである。笑えば腹の底から力がわいてくる。

　お･･･「穏やかに」

　　　　感情を抑えて、穏やかに過ごすこと。穏やかな心は、寛容な心につながる。すると多くの嫌な感情も受け入れることができるようになる。

2） コミュニケーションの取り方

（1） 言語的コミュニケーション（バーバルコミュニケーション）

1 挨拶（挨拶・謝意・返事・詫び）

· 時間・季節・安否・入退室時

· 「ありがとうございました」過去形の方が丁寧に聞こえる

· 家族：「いつもお世話になっています」スタッフ：「いいえ、行き届きませんで･･･」

※へりくだった言い方での対応　

　　　　　② 言葉使い

· 身内に敬語は使わない

· わかりやすい言葉で話す

· 敬称は文化、文化が変われば敬称も変わる

　　　　　③ 会話導入

　　　　　　　キ･･･気候　　　　　

ド･･･道楽（趣味）

　　　　　　　二･･･ニュース

　　　　　　　タ･･･対人関係

　　　　　　　チ･･･地域

　　　　　　　カ･･･家族

　　　　　　　ケ･･･健康

　　　　　　　セ･･･整容

　　　　　　　シ･･･仕事

· アクノリッジメント（存在承認）

ユーメッセージ（あなたが）、アイメッセージ（わたしが）、ウィーメッセージ（わたしたちが）

　　　　　　例）「髪、切ったのね」→ユーメッセージ

　　　　　　　 「その髪型素敵ね」→アイメッセージ

　　　　　④ 会話

· 繰り返し

· 表現の促しと要約

· 感情の支援

· 開いた質問と閉じた質問→場面を見て使い分けて質問する

Ｏ：開いた質問－語らせる質問

Ｃ：閉じた質問－語らせない質問「はい」「いいえ」

Ｎ：自然な質問

· 探り（５W１H）･･･問いかける

· 焦点化

· 確認

　　　スピーキングエラー･･･話しミス

　　　リスニングエラー･････聞きミス

· 対決

· 相槌（肯定的・支持的・否定的）

· 説明

Ａ（アテンション）･･･注目　

Ｉ（イントルス）･････興味　　　すべてやって

Ｄ（デザイア）･･･････欲求　　　　「説明」

Ｍ（メモリー）･･･････記憶

Ａ（アクション）･････行動

· 示唆

· 傾聴（聴き取る能力・理解する能力・推理する能力）

5 会話内容

· 否定しない

· 褒める

· ユーモアを交える

6 電話の対応

· 電話の受け方

· 電話のかけ方

· 伝言の仕方

7 手紙

8 その他

· メール

（2） 非言語的コミュニケーション（ノンバーバルコミュニケーション）

1 動作

· 表情･･･「笑顔」が大切

· アイコンタクト

視線を合わせる→敵意にも好意にもなる

座って話す

· 身振り･手振り

· 開いた姿勢

· 礼儀

2 空間

· 距離

a． なわばり性･･･人間も動物的本能のなわばりを持っているといわれる

b． 対人距離･････距離を意識して接する

· 位置の技術

a．対人角度･･･対面法・90度法・並列法

　　　　　③ 接触

· スキンシップ

　　　　　④ 外見的特徴

· ワンナップポジション･･･指差し・腕組み・足組み・反り（相手に不快をあたえるポーズ）※相手より一段上にいる

· ディスクオリフィケーション･･･鼻息・舌打ち・ため息

⑤ 時間

· 時間のとり方

a． モノクロニック時間

b． ポリクロック時間

· 間のとり方

　　　　　⑥ 香り

· 体臭と香水

· 口臭

　　　　　⑦ パラ言語

· 声の装飾→声量・抑揚・リズム・アクセント・大きさ・質

　　　　　⑧ 沈黙

· 焦点化・いたわり

· 自己防衛

· 反芻と間

· 攻撃と反抗

· 休息

　　　　　⑨ 環境要因

　　　　　⑩ 受容

　　　　　⑪ 共感

　　　　　　

· リーダーとしての資質を身につけていくためには、常に技術の向上を目指していかなければならない

· リーダーは、「まず（自分が）やってみて、（みんなに）やらせてみて、そして褒める」

スタッフ一人一人の個性を活かして伸ばす

· リーダーは、叱初褒後（初めに叱り、後で褒める）・叱個褒全（個別に叱り、皆の前で褒める）を心がける










